


















1) 調査は，日中前回では 4汚から 6月にかけて，韓国では 5月に行われた。なお，中国でのプレ







































































































































































































記者は，榔芳里に住む老婦人予さんの家で骨箱が 4つあるのを見た。 rこの 4つの
骨箱の中には，両親とお議さん，お婆さんの遺骨が入っていて， 30数年になるものも
あるんです。私たちが亡くなった後，子供たちが急にこんなにたくさんの遺骨を処理
するのはきっととても面倒でしょうね。」子さんは憂いを込めて言った。
「僕は父親の遺骨を枕元の棚に入れているけど，面倒なことは何もない。僕は迷信
は信じないoJ 二階に住む一入者の罵さんは，父親との関係がとても良く，父親が亡
くなった後払遺骨が家を離れるのに忍びないのである。
「いつも家に置いていて，もしも来客に見られたら，どれだけいやだと思われるこ
とだろう。お金があるのなら，やはり今はやっているように墓地を買ったほうが良
い」と，子さんは自分の考えを補足した。
実際には，遺骨を墓地に安置するのは新しい方法ではなく，缶統的な方法である。
以前，古くからいる北京の人々の多くは皆、実家に先祖代々の慕があり，死者が出れ
ば遺骨を実家に持ち帰って理葬すれば良かったのである。北新橋でレストランの社長
をしている李さんは私に，彼女の家は穣柔に先祖代々の墓があるがもう満杯に近く，
彼女の代まで来ると，恐らく彼女の分は無いだろう，と言った。私を太子蛤墓園まで
乗せたタクシーの運転手は，彼女の母親は十数年前に亡くなり，遺骨は河北の実家に
ある先祖代々の墓に埋葬したが，自分はここ数年ず、っと見に行っていなしh と言う。
当然ながら，今の北京の人々の多くには先祖代々の墓が無く， 80年代以来，経済的
にますます豊かになるにつれ，多くの人はし 3千から 4，5万元の値で霊圏に墓地
を買い求め遺骨を安置しようと考えている。このような霊菌は多くが山の中に建設さ
れ，公道から距離があり，農地を占用することもなく，草花や松，桔の木がたくさん
植わっていて，環境はとてもすばらしい。
金山霊園では，一組の若夫婦が子供を連れて墓参りに来ており，夫は墓前に花をい
けて，しばらく黙議した後，子供を連れて近くへ散歩に行ったが，妻は墓碑を掃除し
終えると，ずっとその前に黙ってき長り，何か物思いにふけっているかのようであった。
この墓はきっと彼女の跨親のものであろうと思ったが，たずねてみると案の定そうで
あった。彼女は rここにはよく来ていて，どんな苦しみ，喜び，失敗あるいは成功
であれ，両親に話したいの」と私に言った。
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温泉墓闘で，知的な老夫婦が外孫を連れて娘の慕参りに来ていた。私は近くにいた
が，夫の方が，もうすこし竿く娘の病気が見つかっていれば良かったのに，と嘆くの
が聞こえた。妻の方が，どうしてまたこのことでぶつぶつ言うの，娘にこんなことを
言うようじゃ孫は育てられないわね，と恨めしそうに言った。孫はまだ幼く，天真鰯
漫に傍らで虫を掠まえて遊んでいたが，突然顔を挙げて，-お母さんは死んじゃった
のねj と雷った。これを開いて老夫婦はまたさめざめと涙を流した。
墓参りが終わってもこの老夫婦はまだ心残りのようで，傍らで他人がどのように肉
親を祭るのかを長いこと見ていた。彼らはここのどこが気に入っているのだろうか。
「辛いけれど懐かしいという感じですね。」老人は，かすれた声で言った。
多くの有名人も霊閣を自分の落着き先としている。例えば，戯曲作家の翁偶虹は天
慈墓簡に埋葬されており，-西部歌王」王洛賓は金山霊園に埋葬されている。
有名人の霊園はとても奇抜なのが多く，朝陽霊麗には，相声大師劉宝瑞の墓がある
が，その傍らには石造りの唐風が建っていて，表には前文化部副部長高占祥の題字
「笑在人間」が，裏には弼氏の学生馬季の題字下芸高徳重」が彫られている。墓は厳
かに造られてはいるが，慕碑の劉宝瑞の三文字を見るとどうしても「珍珠藷翠白玉
湯J ，-連界三級J などの見応えある棺声のひとくさりを思い起こしてしまう。太子IU谷
墓層内にある新中盟第一代のアナウンサー費寄平の墓碑はテレビ塔の形をしている。
作家飽昌の慕は素朴すぎてみすぼらしいほどであったが，墓碑に彫られた飽昌の詩に
引きつけられた。「春の緑主主は秋には枯れねばならないが，墳墓のあるところには必
ず復活がある」。
以上のようなもの以外に，伝統的な遺骨処理法には，遺骨亭，遺骨塔，遺骨壁など
もあり，このような方式ができてかなり時間が経つものの，利用する人はまだ多くな
しユ。
ここ数年，北京では新しい埋葬法を大いに推し進めているが，それは主に樹葬，海
洋散骨などである。
樹葬とは，遺骨を直接大樹の根元に埋葬したり，遺骨を楊穴に撒いてからその上に
植樹する方法である。一部の老革命家，例えば陳雲，蓋栄諜，揚得志などは亡くなっ
た後，率先して樹葬を採用した。海洋散骨とは，船で海に出てから遺骨を撒く処理法
である。
市の埋葬管理処の職員が紹介して書った，-このような近代的な理葬法は，人は自
然から生まれ自然に帰る，という発展法則に適っている。一般の人たちは，遺骨処理
が難しいとか，お参りをするのに精神的にも肉体的にも疲れるなどの問題を抱えてい
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るが，それらが解決できるばかりでなく，国にとっても土地資源を大量に節約でき，
聞と国民のどちらにも利点があるお
恐らく新聞界の宣伝報道が多いため，そしてまた周総理の遺骨'も一部が梅洋散骨さ
れたためであろう，最近，瀧洋散骨という遺骨処理法を受け入れる人がますます多く
なっている。公の海洋散骨は1994年に始まったが，初めのうちは，一部の知識人に受
け入れられただけであった。第一回の海洋散骨には数十人分の遺骨しかなかったが，
現在では毎回100人分を超える遺骨を処理している O 瀧洋散骨はこれまでに顕識に11
回行われており，次留は 9丹に予定されている。
北京市の埋葬管理処の海洋散骨登記処で，二人の人が散骨登記の手続きをしていた
が，学歴欄にはどちらも「大学」の二文字が書かれていた。
遺骨林という埋葬法は非常に特徴があり，その出現は比較的遅い。近代的埋葬の長
所が少しあり，伝統的なものも少し残っている。
いわゆる遺骨林というのは，遺骨を防水骨籍の中に入れて森や芝生の中にびっしり
と理め，理葬{器所』こは一つ一つはっきりとした，非常に小さい標識を置くものである。
この方法は，場所も取らず経詩的で，遺骨も残り，各界の人たちに受け入れてもらい
やすい。
北京の人々の百年後の行き先を見ると，遺骨を霊園に埋葬したい人がやはり大多数
である。百貨大楼の宋女史は言う r両親が落ち着いてはじめて私の生活も落ち着け
るんです。この点では，私はちょっと迷信深いんです」。彼女が言ったことは，恐ら
く多くの人たちの考え方を代表しているであろう。しかし，私の知るところでは，一
部の教養の高い人たちがこのような倍統的な方法を採用したがる理由は，故人との関
係が親密すぎて，故人の遺骨を失うのに忍びないだけなのである。彼らもまた近代的
な埋葬法の長所を自にしているが，地人に採用してもらいたいだけで，自分の事とな
ると決心がつかないのである。
親戚或余悲，
他人亦己歌。
死又{可所道，
托体岡山阿。(陶灘明)
我々北京の人関が百年後どこにいて，落ち着き先をどうするにせよ，我々に拘淵明
のような沼脱な態度があれば，どこに行っても，安らかに眠りにつくことができるの
である。
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6.おわりに
以上のように，アンケート調査のデータや農村での現地ヒアリングを通して，中国
青年の死生観の一端を見てきたが，それは，過去の祭記の背後にあった霊魂不滅の思
想とは梧容れないものである。北京の現状を紹介する文章は，ほとんど霊魂のことに
は触れていないが，その存在を肯定する場合には r迷信深しりという遠慮した表現
を使っている。過去における霊魂不滅の考え方が，現在ほとんど見られなくなったよ
うであるが，なぜそうなったのか，今後も考えていきたい。
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